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２
事業性評価融資につなげる！
ライフステージに応じたニーズ・課題の見極め方

織
的
対
応
が
課
題
で
あ
る
。

①
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
面

　

成
長
期
に
は
、
売
上
拡
大
を
最
優
先

に
し
て
競
合
他
社
の
参
入
が
難
し
く
な

る
よ
う
に
、
市
場
シ
ェ
ア
・
認
知
度
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。
製
品
品
種
や

営
業
担
当
者
、
代
理
店
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
の
販
売
網
を
活
用
し
た
販
路

な
ど
の
増
強
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

②
組
織
・
人
事
面

　

売
上
が
拡
大
す
る
と
組
織
規
模
が
大

き
く
な
り
、
創
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
な
く

な
る
。
創
業
メ
ン
バ
ー
や
外
部
か
ら
組

織
を
運
営
す
る
幹
部
人
材
を
募
り
、
権

限
委
譲
す
る
。

　

権
限
移
譲
は
、
営
業
や
生
産
な
ど
直

接
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
部
門
だ
け
で
な

く
、
管
理
部
門
や
事
務
部
門
に
も
行
う

こ
と
が
必
要
。
幹
部
人
材
に
は
、
専
門

知
識
や
経
験
が
あ
る
即
戦
力
を
登
用
す

る
こ
と
に
な
る
。

売
上
拡
大
に
傾
注
す
る
あ
ま
り 

資
金
繰
り
が
悪
化
す
る
傾
向
も

③
生
産
面

　

売
上
拡
大
に
伴
っ
て
製
品
品
種
も
増

え
、
量
・
質
の
両
面
で
生
産
の
負
担
が

増
加
し
、
既
存
の
設
備
で
は
対
応
で
き

な
く
な
る
。
設
備
投
資
や
他
社
と
の
提

携
、
外
注
な
ど
で
生
産
の
負
担
増
に
対

応
す
る
こ
と
を
提
案
し
よ
う
。

　

設
備
投
資
を
行
う
場
合
、
経
営
計
画

や
需
要
予
測
か
ら
採
算
性
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
す
る
。
無
理
の
な
い
計
画
に

な
る
よ
う
に
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

必
要
だ
。

　

外
注
を
す
る
場
合
は
、
何
を
外
注
す

る
か
と
い
っ
た
内
外
作
基
準
や
外
注
業

者
の
選
定
基
準
を
設
け
る
と
と
も
に
、

外
注
業
者
へ
の
指
導
・
評
価
を
行
う
こ

と
も
必
要
と
な
る
。
専
門
家
を
紹
介
す

る
手
も
あ
る
。

④
調
達
面

　

生
産
量
と
製
品
品
種
の
増
加
に
伴
っ

て
、
調
達
先
や
資
材
品
目
が
増
え
、
調

達
事
務
手
続
き
が
煩
雑
化
す
る
。
効
率

化
の
た
め
、
調
達
先
を
絞
り
込
ん
だ
り

類
似
し
た
資
材
を
共
通
化
し
て
資
材
品

目
を
減
ら
し
た
り
す
る
改
善
が
必
要
。

同
時
に
、
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
て
調
達
事
務
手

続
き
の
効
率
を
高
め
る
こ
と
も
課
題
と

な
る
。

⑤
財
務
面

　

売
上
拡
大
に
注
力
し
過
ぎ
た
場
合
、

利
益
確
保
や
売
掛
金
回
収
が
疎
か
に
な

り
、
資
金
繰
り
が
悪
化
す
る
傾
向
に
あ

る
。
歴
史
が
浅
い
成
長
企
業
は
社
内
留

保
が
乏
し
い
こ
と
が
多
く
、
受
注
の
減

少
や
回
収
不
能
等
の
事
態
が
重
な
る

と
、
経
営
危
機
に
陥
る
可
能
性
が
あ

る
。
販
路
増
強
や
新
市
場
開
拓
、
製
品

開
発
に
も
資
金
が
必
要
に
な
る
。

　

資
金
繰
り
表
の
作
成
を
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
こ
と
で
、
経
理
担
当
者
を
育
成

し
、
経
営
危
機
に
陥
る
前
に
資
金
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
体
制
と
な
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

⑥
そ
の
他

　

売
上
拡
大
の
中
、
人
員
補
充
が
間
に

合
わ
ず
、
残
業
が
常
態
化
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
残
業
は
利
益
を
圧
迫
し
、
従

業
員
の
意
欲
低
下
や
ミ
ス
に
つ
な
が
る

た
め
、
残
業
削
減
に
向
け
た
改
善
活
動

が
必
要
に
な
る
。

　

業
務
の
簡
素
化
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、

従
業
員
の
多
能
工
化
（
一
人
で
複
数
の

仕
事
を
こ
な
す
）、
設
備
や
Ｉ
Ｔ
の
導

入
に
よ
る
作
業
の
自
動
化
な
ど
で
、
少

な
い
人
数
で
も
多
く
の
業
務
を
処
理
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
工
夫
・
投
資

も
必
要
に
な
る
。

上
が
毎
期
20
％
以
上
増
え
る
成

長
期
に
は
、
売
上
拡
大
へ
の
組

売

主なニーズ・課題
売上の拡大に伴う組織的な対応が課題
に。競合先の参入が難しくなるように
シェア等を高めることが必要

設備投資は経営計画、採算性等から総
合的に判断。無理のない投資計画を助
言する。外注業者の紹介も

成長期

と
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
創
業
者
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
課
題
で
あ
る
。

①
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
面

　

市
場
や
取
引
先
、
金
融
機
関
か
ら
の

認
知
度
を
高
め
る
た
め
に
は
、
実
現
性

の
高
い
事
業
計
画
の
策
定
が
必
要
。
自

社
の
対
象
顧
客
層
や
製
品
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
な
ど
を
選
定
し
、
主
力
製
品
の

認
知
度
を
高
め
る
た
め
の
計
画
策
定
を

支
援
す
る
。

多
額
な
初
期
投
資
が
必
要
な
場
合 

補
助
金
・
助
成
金
の
活
用
も
有
効

②
組
織
・
人
事
面

　

創
業
者
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
多
い
。
創
業
者

家
族
や
知
人
・
友
人
の
採
用
が
多
く
、

人
事
評
価
が
創
業
者
の
個
人
的
判
断
と

な
り
や
す
い
。
優
秀
な
人
材
を
確
保
す

る
た
め
に
、
人
事
評
価
基
準
の
整
備
が

重
要
で
あ
る
。

③
生
産
面

　

生
産
活
動
が
不
安
定
で
品
質
が
安
定

し
な
い
こ
と
が
多
い
。
生
産
方
法
や
ル

ー
ル
を
簡
素
化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、

品
質
が
安
定
す
る
よ
う
に
訓
練
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。

④
調
達
面

　

創
業
者
個
人
の
人
脈
を
中
心
と
し
た

特
定
の
調
達
先
に
集
中
し
や
す
く
、
自

社
に
不
利
な
調
達
条
件
に
な
る
こ
と
が

あ
る
。
複
数
の
調
達
先
の
条
件
を
比
較

し
て
、
自
社
に
有
利
な
も
の
に
す
る
よ

う
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

⑤
財
務
面

　

信
用
力
が
低
い
創
業
期
に
お
け
る
資

金
調
達
は
、
自
己
資
金
や
親
戚
・
友
人

か
ら
の
支
援
が
多
い
。
た
だ
、
事
業
計

画
を
き
ち
ん
と
策
定
で
き
て
い
れ
ば
、

創
業
者
向
け
の
融
資
も
利
用
で
き
る
。

　

ま
た
、
多
額
の
初
期
投
資
が
必
要
だ

が
営
業
収
入
が
少
な
い
創
業
期
は
、
利

用
可
能
な
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
の

補
助
金
・
助
成
金
な
ど
の
支
援
制
度
を

活
用
し
て
、
運
転
資
金
や
低
い
信
用
力

を
補
完
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

　

こ
う
し
た
点
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
財

務
面
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
。

業
ま
た
は
第
二
創
業
か
ら
５
年

ま
で
の
創
業
期
は
、
事
業
計
画

創

主なニーズ・課題
実現性の高い事業計画を策定し、対象
顧客に対して自社製品の認知度を高め
ることが課題

円滑な資金調達のためにも、しっかり
した事業計画策定が必要。信用力を補
完する補助金等の活用ニーズも

創業期

も
の
づ
く
り
企
業

企業のニーズ・課題の傾向
　ものづくり企業とサービス業に大別して、ラ
イフステージ別のニーズや課題を解説する。

ライフステージ別に見る

認知度を高めるため
実現性のある
事業計画の策定が必要

権限移譲など
売上拡大に対する
組織的対応が課題に




